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（同文書院記念報第 2 号につづく）
－石川県金沢市高校教員
T氏（伺才）
よく自由都市上海で学校が経営できたものだと思いました。岡崎嘉平太先生は、尊敬しております。－神奈川県川崎市大学院生O
氏（羽才）
貴重な情報源として重宝しております
0
．霊知県岡崎市会社員
T氏（制才）
日川年近く前、東
E
同文書院の
OB
（ある
出版社の編集だった）にお世話になったことがあり、書院につい は関心を持って来ました。「朝、上海に立ちつくす」など、興味深く読みました。本書
1
・
2巻、
これから楽しみに読ませていただきます
0
．鐙知県容白井市会社員K
氏（引才）
同文書院の先輩達のその後の消息を多くのせて欲しい。－名古屋市緑区元大学教員
K氏（花才）
戦前、台湾の中学教育を受けた同窓生の中に東
E
同文書院出身者がおり、又、中
国のアモイ領事館に勤務しました経験から、ハルピン学院の卒業生と同様に強い親近感を与えてくれる高著であります。－飾岡市目立研究所員
K氏（印才）
第
3集を読み、中日大辞典の成立につい
てその経過がよく理解できた。愛知は地名だと誤解していた。－京鶴市左京区大学院生
M氏（引才）
第
2集・伊藤喜久蔵氏の回想が興味探か
った。第
3集以降の刊行予定があれば案
内を下さい。小岩井浄氏について（同文書院時代の）、より詳しく知りた 。－安知県盟国市会批員
W氏（灯才）
第
2集を拝読し、大変感銘を受けました。
そこで、第
l集を愛大文学部に今春入学
した長男に生協で購入させ、一気に読了しました。今度訪中しますので、可能であれば書院の史跡を訪ねたいと思っています。－長野県橿尻市会批
aM
氏（弱才｝
同文書院と愛大、同文書院記念報など、第
2
集充実の限り、食り愛読しました。
3号
1m
号と御苦労ですが発刊行して下
支』い。－東京郎世田谷区会位員
O氏（伺才｝
書院必期に在学したもので懐か く拝見しました。関係の方々のお名前を知り、貴重な写真と共 当時をまざまざと思い出して居 す。書院に係わった方々の高い志を偲んで、中国 話題 多い昨今、第
2
集で吉川先輩のおっしゃる友好
は人間愛で結ぼれるべきだということをしみじみと感じています。－名古屋市緑区商学コンサルタント
K氏（花才）
東
E
同文書院出身者の中国語の実力は、
ハルピン学院出身者の中にロシア語のベテランを多く輩 した と 軌を一にしており、戦前時代の要請に答えた特色ある学校の存在として、歴史上、長く記念すべきものである。－東京沼世田谷区
W氏（市才）
愛知大学の創立経緯の一端を明らかにすると共に、そのル
l
ツともいうべき東
E
同文書院の建 精神を至る処で述べており、誠に好個の読み物であ 。続刊 知
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らせて欲しい
0
．侵知県・橋市会社員
N氏（却才）
東亜同文書院大学の年間最大行事だった中国調査旅行の記録「中国との出会い」第一巻がこの夏、愛知大学から出た。編集者は藤田佳久 学部教授である いうことを知った。－愛知県知多郡会社員
S氏（特才）
内容のある立派な本であります。日中のかけ橋となった人々のライフワークであります。なお、
5
月
9
日付の中日新聞に
中国学部新設 特 が載っていました（一面に）。アジアの大園、 国との中心的役割を期待しています。今後は中国にも分校を創り、逆に中国 人々の教育機関を創立するよう期待して－街木県｛子鶴宮市団体聡員
Y氏（時才）
同文書院に関する書物はこれまでに数多く発刊されており、そのうちのいくつかについては目を通してまい ました。もちろん第一集についても読ませてい だいております。その概要についてはよく知っている もりですが、改めて別の角度からの記述は新鮮さも加わり読んで楽しいものです。第
3集も出来れば発刊し
ていただきたい。－兵庫県西宮市会社員
O氏（時才）
同文書院の角帽旧制中学を卒業して海外の大学（院、京城帝大）を目指していたが、戦局の悪化で許される情勢ではなかった。戦後、旧制国立大 へ入学 たが、当時
極端な物不足の時代だった。かつて叔父（現存）が給費生として同文書院へ入学したが病気のため断念した。その同文書院の角帽が家に残っていた。私は、 の角帽をかぶって
3
年間通学した。更に私
が卒業後、従兄弟が大学に入学 、私帽子をゆずってやった。叔父、私、従兄弟
3
人と同文書院の角帽がとりもつ縁で
ある。－愛知県宝飯郡高校教員
K氏（柑才）
私が師事した鈴木揮郎老師や桑島老師、あるいは池上先生から伺った話は第
3
集
で読めるのでしょうか。－東京郵杉並区元会社団体役白
l氏（円才）
私の郷里豊橋に生まれた愛知大学は、旧制大学で、東亜同文書院、京城帝大、台北帝大などの在学生 戦後引き上げてこの新設大学に学んだ。旧日 団司令部、旧予備士跡の つかしい建物 る。私は旧制豊橋中学（時習館高校）、旧制四高（金沢）、旧制東 法（ ）で学んだ。寮歌祭で愛大寮の
OB
と一緒することあ
り。いい本 ある。帰省中購入。－霊知県西加茂郡学生
K氏（叩才）
愛知県内にある「 知大学』をよりくわしく知ることができたと思う。
E
直言っ
て、ただ地元だから入学を目指したので、深い伝統は今まで知 なかったけど、この「愛知大学』ができるまでは多くの人の活躍があっ ということがわ愛大生として誇りに思 のできる学だと思った。
－神奈川県鎌倉市元大学教員
K氏（悶才｝
小冊子ながら内容頗る充実、編集の仕方も上出来。寄稿者各位の文章・内容・表現とも素直で、読んで気持ちがよかった。造本も質実な点 近頃一般に（国・公・私立を問わず）大学の出版物が
PR
のた
めに徒らに豪華を競うような傾向があるところ、本書に接して一服 清涼剤 出会った感を切にしました。－石川県金沢市大学教員
M氏（乃才）
書院在学当時を想起し感慨無量
0
・名古屋市中村区高校教員
M氏（的才）
かつて在学した者として懐かしい限りです。日中事変の際、止むなく軍 協力したことで、同文書院の名を傷つけま た。それが残念でなりません。本来書院は日中友好をめざし いた ですから何とも無念です。－石川県金沢市会社員
T氏（制才）
第
2集も深く感動致しました
0
．石川県金沢市会社員
T氏（削才）
昭和引年の卒業（法）で 内容は高度で改めて愛大
OB
としての誇りを持ちま
した。後、東亜同文書院大学の校歌 寮歌まで、愛大の学生歌、寮歌（私は思草寮に昭和初年から特年まで一年在寮していたので）と載せていただければよかったと思います。－安知県宝飯郡会社員
K氏（臼才）
東亜同文書院 名声を絶やすことなくかかわりのある愛知大学がこの中部地区に存在していることに拍手 送りた 。
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－舷阜県益田
gN
氏｛関才）
同文書院のことは少年の頃より知っていた。又、愛知大学の事も、岡崎市には平成
2年末迄住んでいた。大城立裕著「朝、
上海に立ちつくす」中公文庫の広告を見て、東
E
同文書院大学を思い出した。子
供の頃より父母から 及び建学の精神は折にふれて教えられた。一集を手にして故人の父母と再会した様な気持ちで読んだ。私は手元に大阪朝日新聞昭和
7
年
3
月
5
日、第
18076
部付録「最新上海地図」
を手にして、叶
CZ
白老開
zno
「「開。開東
E
同文書院の位置を確かめています。－東京極北区自営蝶
N氏（河才）
小生の亡父は書院の
7期生、今年小生も
古希を迎え、亡父母について回顧をものせんと掘友会をたずね、本書を入手しました。書院と愛大の関係など全く知らず 院の性格・校風、その業績などについ も大変啓発されるところがありました。 二集も入手しましたが、更に続刊されましたら幸甚です。－札俣市中央区
T氏（伺才）
私の父が「書院」の出身で 私も中国で出生、引揚げ後、大学で中国史を勉強。教職を終えたあと 昨年中国の西安で日本語教師お手伝いしようと考えているところです。協会の機関紙「日本と 」紙上でパンフレットのこ を知り申し込んだ次第です。「書院」と「愛大」の日中
友好の志の高きに感銘を受けました
0
・袋知県岡崎市高校生
Hさん（叩才）
愛知大学の校名は深い意味があるんだなと思いました。もちろん、歴史の重みも感じられますが、愛知の知は『智』を愛するという意味があるなんて、とても鷲きです。その名の背景にあるすべてのものにも『重み』を感じさせられ、この本にはそれがよく出ていた。－東京窃北区自営蝶
N氏（河才）
一集につづき二集も説ませていただきました。出来ましたら三集以降も出版されるよう期待しています。－京窃市西陣局大学敏
aM
氏（伺才）
第三集以降を出版されるな 、案内をただければ幸いです。東亜同文書院関係のものを集めています－東京信世田谷区
O氏（伺才）
東
E
同文書院大学に在学（桶期）した者
として、なつかしく感情深く読ませていただいた。写真などもよく、引続きの刊行を希望 ます。－舷阜県栂笠郡高校教員N
氏（回才）
却年程前、小生が勤務していた大学受験の予備校の校長・兼英話担当を ていられた方が、同志社大学と東亜同文書院を卒業されていたことを何度も聞かされて、それを思い出しました。私も中国文学が専攻（六朝・唐代詩）で今尚その方面を学びつつあることもありまして－三盟問惜低極市団体随員
M氏（好才）
第
3集の鈴木康雄氏の一文に感動する。
在学中に中国語を選択しておればと。ただし、長男には選択させ、ゼミにも中国企業論をとらせました。三重県の書店においていただければと思います。第
4
集
期待しております。－札鳴市量平区大学教員
U氏（弱才）
同文書院が前身という位置づけで、愛大に学びましたが、前身たる同文書院が愛大にどう活きづい いるのかわかりませんでした。本 がこれを物語ってくれした（例えば、同文書院の設置理念に）。なお、鈴木揮郎先生に中国語 教えていただきましたが、その人となりがよく表現できていると思います。お年前を思起こします。－愛知県尾強組市高校教員
M氏（臼才）
母校 大学のル
l
ツがよくわかり母校
への愛着、誇りをます す感じるようになりました。第四集の刊行をいまから楽しみにしております。－京同制府飴井郡
T氏（河才）
昔懐か く読 て頂きました 東亜同文書院幻期生。－三畳間開三貫郡地方公務員
H氏（剖才）
NHK
テレビ番組「上海・幻の名門校
1」
を見られなかったので期待して購入したのですが、やはり映像を書面で表現するのはむずかしいようですね 内容が少々伝わりにくい（わかりにくい）部分 どうしても出てきますね。でもこう るとビデオを購入し も見たい・：そういう気持ちでいます。日野晃氏の玉稿 感銘
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受けました
0
・安知県知多郡会社員
T氏（崎才）
113
集読了。続編を期待します。
・安知県－
R橋市元組方公務員
O氏（河才）
貴社刊行のまだ
l
集を見ていないので、
はっきりと言えないですが、
2
集を拝見
しまして、あの激動の日中事変、戦争の中を学びの庭で生きて行かれた人間像を書かれていまして、感想の域を超えて心の中に深く泌み いく感動に、簡単に表現できませんのでお許しください。中国人と日本人との近くて速 まぼろし 歴史ですね。－安知県岡崎市
N氏（随才）
半世紀に亘る歴史の幕を閉じた学校が、再び半世紀を経て人々に語られることは、大変嬉しきことに 、更 続くことを希求します。－愛知県岡筒市会社員
O氏｛伺才）
何度目かの授業で謀本（教科書）を順に読んでいくことがありました。私 番なった時、
l年次から他の中国語授業や、
念書（まさに、
pω
・日行目の風景でし
た）で鍛えられてた私の発音で、一気読み終えた。狭い教室に他の生徒のどよめきが起き、担当教授が目を丸くしながら、私の方に近づいてきた。「復好！ かし、
FC
の発音がちょっとおかしいです
よ」。この教授こそが 鈴木揮郎先生でした。今は懐かしい思い出と て ます。．栃木県字毎富市団体聡負
Y氏（肝才）
愛知大学（旧制
5期、昭和お年
3
月）卒
業生として、近く卸周年を迎える母校の歴史を撮りかえるとともに、戦前に上海で勉強をした先輩諸兄の思い出につながるこの本は、小冊子ではありますが、第l
集、第
2集と共に読ませていただき感
慨をあらたにしております。特に第
3
集
では鈴木康雄君（同旧制）によ 恩師揮郎先生の記事を拝見 、改めて学生時代の思い出をかみしめております。このあとも是非続編 お願いします。－名古屋市南区U
氏（刊才）
魯迅が同文書院 講演した紹介記事が興味を引きました。特に
1981
年
9
月円
日の人民日報の記事は私にとっては得雛い資料になります。－三質問柑四日市市大学教員
O氏（前才）
私は愛大にも同文書院に 直接に 何の関係もありませんが、東洋史を専攻した者として、又、 本の大陸進出や侵略戦争に関心を っ者として、貴重な資料になります。－山形県東置問鶴自営
S氏｛槌才）
本間学長が山形県川西町出身であるので、人となりを知りたいので何か出版物 ありましたらご紹介下さい。次回発刊がありましたらお知らせくだ 。－名古屋市千樋区
N氏（河才）
同文書院の
OB
の方、お元気なうちに続
編のご発刊を希望する。－名古屋市中村区高校脇師
M氏（河才）
懐かしい思い出ばかりです 私は
OB
で
す。
－安知県環郡市自営
S氏（特才）
感銘を受けました。－密知県岡崎市自営
M氏（河才）
私も北京から引き揚げて来たことでもあり、中国語（一等通訳）について鈴木先生とは 的な交友が初年以上あった。－兵庫県西宮市会社員
O氏（肝才）
旧制中学時代、上海の同文書院進学を夢見ていたが、戦争の末期のこととて渡航もままならず、断念した苦い思い出が蘇る。敗戦により消滅した『幻 大学』に思いを馳せつつ、私は「戦前期日本の海外（中国・朝鮮・台湾・満洲）における高等教育」なる論稿をまとめま 。－石川県訟任市地方公務員
W氏（川崎才）
11
’3
集までは東
E
同文書院大学が主な
テ
l
マとなっておりましたが、その伝統
楠神を現在の愛知大学が受け いでいるのか、いないのかなどを紹介していただけたらと思い、次回に期待しております
0
．煎本市文化図体
H氏（
U才）
私は、熊本近代史研究会に属しており、近代の日中関係にも大変な興味をもっいます。非常に貴重な証言があり、 っかり読ませて頂いております。今後 第4集以降出版されましたら、必ずお送りください。購読させて頂だきます－舷阜県土般市
T氏（円才）
中国との出会い、東
E
同文書院大学と愛
知大学第
l
集・
2集すべて揃えています。
第
4集を期待しています。
－名古屋市錨区元大学教員
K氏｛河才）
4S 読者のみなさまから寄せられた然いメ γ セージ
第
1
集、第
2
集、第
3集拝読。半世紀に
及ぶ歴史と共に、戦前、戦中、戦後にわたって活躍してきたこの学校の歴史は、そのまま日本の近代史に残る貴重な記録であり、又、過去の歴史を反省することは、すなわち未来の踊進を裏付け もである。心に残る
3部作として後世に伝
えたい。－広島県沼三郡元公務員
M氏（花才）
大変懐かしく拝読しました。小生愛知大学の予科
1期生です。
－長崎市会位
HHH
氏（弱才）
小生が初代の頃、同文書院の卒業生がおられ、よく学生時代のことを話しておられました。親戚にも、卒業生がいた で興味は充分もっていたので、 っきに読ませていただきました。このシリーズが続くことを期待 ます。－霊知県隻橋市
S氏（河才）
日本と中国の関係がゆがめられ、緊張を強いられた時代にあって、誠実に中国と相対しよう した人々の姿が心に残ります。続刊を期待しています。－名古屋市守山区会位
aN
氏（訂才）
貴重な記録と て心ゆく で読ませて頂きC占glν
れん。
－禍浜市鶴見区
K氏（刊才）
小生は東
E
同文書院大学卒（位期生）で
あり、愛知大学への応援団団長クラス。1
・
2
・
3とも各冊読了。体裁も内容も
実によい。連続出版を希望 愛大、同文共に書き手には不足しない。
－舷阜市会社員
T氏（相才）
昨年岐車の地で開催されて初めて参加した東
E
同文書院大学珂期生会が懐かしく
思い出されました。今は亡き父の青春時代の足跡を幻とせずに現実のものにするために、
NHK
名古屋のスクリプト、そ
して今回 第
3
集、本当に感謝していま
す。日本にとって、こ からのアジアとそして中でも『中国』とのつきあいを考える上でも、東
E同文書院の存在は『幻」
として終わらせず 、新 な財産とすべく、今回の出版が大きな意義を持てるように期待 たいと考えます。－神宮原川県綱浜市
K氏
旧制中学の同級生に書院生が二名おり、引揚後話しを聞いたことなどありましたが、今卒業生の方々の文を拝読 改めてその存在の重さ、名門の名に値する活動を再認識している次第です。貴重な資料とし 書架におき、機会あらば知人にも一読をすすめたいと考えておりま－循岡市大学敏
ak
氏（回才）
いま多忙で、まだ読んでいませんが 第4集が出たら、案内ください。なお、私の大学時代の先生が「東
E
同文書院大学」
の出身でしたから、興味がありま た。「東
E
同文書院大学」から見た日・中
（中・日両係をみるの 面白いと思ってます。－鐙知県容白井市団体施白
l氏（臼才）
戦後知年にして、今なら語 ことができるお話しを記録として残すことは、有意
義であると思います。これからも続編をお願いします。－鱒岡県沼津市
M氏（河才）
3
集読了後、早速
112
集を広報課より
送付してもら ました。中国大陸在住
7
年、往時を偲ぶ貴重な資料となり した、引き続き
4集が出版されたらお知らせく
ださい。－膏轟県八戸市公務員
N氏（訂才）
小生は、昭和初年
3
月に愛知大学を卒業
しましたが、母校の名前のタイトルの本なので、取り急ぎ注文しま た。今後も期待しております。－兵庫県尼崎市主婦
Tさん（弱才）
私の父は書院お期卒で 以降満鉄。私自身中国で生まれ、父は中国と日本 世界へと、いつも大きな視野で物事を考えていました。現在引才に り入院 ですが、この本を注文した旨伝えました。今度、見舞う折に持参し、昔話をしたいと思っています。子供の頃から大旅行のことやお友達とのエピソード等よく聞い いま1νれん。－禍浜市港北区会社員
l氏（訂才）
愛知大学卒業生であり、東亜同文書院学とのかかわりが、ー、
2
集につづき
3
集を読み、本当によく理解でき、感動ている。第
4集の発行が待ち遠しい。ま
た、当社の国際化路線 京、上海、広州、香港、台湾とアジアを中心に国際戦略が進んでおり、大変参考になる文献と思っています。
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－大阪府吹田市
M氏（刊才）
昭和制年
4月に中日大辞典を購入し、ま
た、戦前より華語草編初集、二集、三集、四集を緑あって持っている私には、故鈴木揮郎東
E
同文書院教授のご子息康雄様
の密かれ 「我が故郷東車同文書院と父鈴木揮郎」の記事は、非常に親しみ深くかつ大変参考になりました。本書の出版に感謝いたします。なお、第
4集が出ま
したらお手数ですが、拙宅へ直送下さるようお願いいたしま 。－抽押戸市須庖区会社員大窓尚氏拝啓早師走、木枯らしの落ち葉を巻く季節となりましたが、貴学記念センターの同人の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。雑誌「アエラ」などで貴センターご刊行の「東
E
同文書院大学と愛知大学」の
存在を知り、早速購読をいたしま 。
それと申しますのも、神戸商大を出ま
して毎日放送東京支社に勤務して りますとき、愛知大学ご出身の福田喜明さんがすぐ上の会計部副部長で、東軍同文書院の柔道部で鳴らさた富田清之助さんが支店長でおられましたので、そういうご縁でこの二つの学校に親しみを持つよになりました。。富田さんはのちに代表取締役副社長になられたほどの逸材 したが、お若くしてなくなられました。そのご葬儀のとき、御自作の「東
E
同文書院
寮歌」 手向けられたことを印象深く思
い出します。冨田さんは「正論之助」といわれた硬
骨の人で煙たがれた面もございましたが、不思議と私をかわいがっていただき、同文書院時代のお話をよくなさってた。ところがそのお話と今度出され 第3
集と違うところがございましたので、
私の調べましたことを述べ、今後のご参考に供したいと存じます。（1）
p臼上段あとから
4行目以降
書院が中国語において東京・大阪の外
国語学校を凌駕 て たのは、衆目の一致するところ。商務科を長崎、山口、小怖の高等商業比較されるのは書院の地位を低く評価するものだと思います。これらの高商は三年制で、山口の支部貿易専攻科（一年制）に進ん やっと書院に追いつけるかなというところ した。事実、書院に行けなかったこれら高商や外語の卒業生が山口の専攻科に進んでいましまた、大学 昇格した東
E
同文書院大学
は非常に高い評価を得ておりましたが、それは三商大との比較の上でなく、あ分野においては東大、京大に勝るものがあるとさ ていた らです。東亜同文書院大学は一般大学と比較することが きない高みにあったと私は思います。
したがって三商大の一つといわれたこ
とはなく、三商大はそれぞれ前身 高等商時代から今日の新制総合大学 経・商（営）・法・社の学部 いたるまで東京、
大阪、神戸の商大をいい、現役学生の交流はもちろん如水、有恒、凌霜の各同窓会はあらゆる機会、例えば寮歌祭など行動をともにしています。
東
E
同文書院大学は三商大の一つでは
なく、むしろそれ以上の存在で、それ自体誇るべき特異な 学であったと思います。（2）
puw
下段叩行から
東
E
同文書院の極く初期は三年制であ
りましたが、専門学校令による外務省直轄学校時代は
4
年制でした。この
4年制
というのは全国でも珍しい存在で、東京・神戸の高商 のちに商大に昇格）、東京・広島の高等師範 の文理科大学）、東京・大阪の高工（東京工大 大阪帝大）、神宮皇学館（ 宮皇学館大学）などの数枝でそれぞれ早い遅いはありま が官立大学に昇格しています。逆に旧制 学には四年制はなく三年制で、四年制は新制になってからです。ただこれら 四年専門学校が昇格した大 は中学四年修了を入学資格にした予科ないし高等学校卒業生を大 入学資 としま たが、東E
同文書院大学にあっては中学五年卒業
生を入学資格とするこ の予科を設置していたという違いはあります。（3）
P6
上段叩行目
東
E
同文書院は全国各都道府県が一名
選抜される県費生が有名ですが、外務省の給費生がありましたので、すべて官費生とおもわれていますが私費 もあり
47 読者のみなさまから寄せられた然いメッセージ
その点が寧学校や高等師範と違っていました
。
N
HK
番組はスクリプ
トを読む限りよ
くできていますが、同業者の
OB
と
し
て、
戦前の制度
・文物はすでに歴史的存在に
なり、全くそれを知らない世代よりも、少し知っている世代のほうが陥りやすい過ちが多々あるように考えました。
ねもその搬を踏んでいるかもわかりませんので
、ご指摘の上ご教示下さいます
ようお願い串・し上げます。
たと、えば「
秋田鉱専と秋田大学
」とい
う
旧制専門学校と新制大学の連続性が失
われているときに、このようなブックレγトが読める愛知大学生の幸せを思いますとともに、どうか同人の皆械がご他践で、このシリ
ーズを長くつづけていかれ
ますよう
、お祈り申し上げます
。
敬
具
平成七年十二月五日
・名古屋支部からの
メ
フセ
1ジお問小県清一氏
名古屋は愛知大学のお膝元であり
、
N
HK
や朝日新聞、日本経済、中日新聞な
どマスコミで「幻の名
門校、来車問文舎
院』『舎院の血、愛大受け継ぐ」など両校の関係でとりあげ 東益への過去の業緩や未来への希望や展望について
、報道さ
れることが多かったが、何れも名古屋地区で制作されているため
‘会図的には流
されることが少なかった。殺々は高齢化と共に栄光にみちた過去
の歴史を閉じるのも余り遠い先ではない。かたや愛知大学は長年の営均辛苦の経
営が花聞き
、
笑を結び、今や中京地区で
各界に厳然たる存在で誇り得る私学に発展をなしとげ、近年、頓に創立以来の瞥院との関係 強調され、同文容院記念基金や記念センター等 我々との協力にカをそそぎ
、熱いエ
l
ルを送ってくだされ
、
神益する処も多大である
。
こうした関係
を中京地区以外の同窓には十二分に理解されているとは一言い得ない
。
我々は一年一年と残余 寿命を細めている
。体は滅んでも啓院精神と言うものは、
何としてでも永久に残した
。
それは後
事を托するに好箇の愛知大学が存在することで戸＋高らかに提
言した
いと思います
。
愛大創設以来、舎院卒業生の一部に若
干の確執があったり
、因縁をあげ
つ
・勺う
ものがいたり、或は自己陶酔型や
、孤高
を尊び未来への指示に無関心を装うなど、ギクシヤクした存在が
一部にあるのは、
いなめないが、我々中京地区では良き後継ぎを得ることに大きな忍びと安堵を感じている
。
戦後既に叩年が過ぎ、舎院の現に大陸に存在し た歴史は既 時代 流れのみこまれつつある
。
愛大は我々の存命
の時空を超えて
、未来へ、よ
り大きく羽
ばたこうとしている
。
特に
1997
年よ
り創設
「現代中国学部
」
は愛大の強力
なアイデンティティであり、舎院そののの白骨像とも言い得る存在で
、時はまさ
に香港中国返
還の年であり
、
かの阿片戦
争以来中国蚕食の械点が抹消整消され
、
新しい中国の歴史が描かれはじめるとも一言い得ましょう
。
我々は愛大の中国問題に取り組む熱情
と力量を
信じ
、我々が
全国にもっている
仲間の、老 たりとは
言
え
、壮
者をしの
ぐ中国への愛情を援 起し、愛大に夢を托し、全国レベルで‘それぞれ応援することを強く提
言
したいのである
。
（一九九六年一月の泥友
会賀詞会
・掘
友同
窓会発会式上で披露された）
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